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標準予防策と手指衛生
手指衛生の5つのタイミング
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本日の内容

1.標準予防策と手指衛生について

2.手指衛生の5つのタイミング
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感染症の有無に関わらず、感染の可能性があると認識し、
適切な感染対策を行い対応すること

すべての人（利用者、来訪者、職員など）の血液、体液には感染性があ
ると考える（汗を除く分泌物、排泄物、創傷のある皮膚・粘膜）

標準予防策（スタンダードプリコーション）とは

4



感染症の有無に関わらず、感染の可能性があると認識し、
適切な感染対策を行い対応すること

すべての人（利用者、来訪者、職員など）の血液、体液には感染性があ
ると考える（汗を除く分泌物、排泄物、創傷のある皮膚・粘膜）

標準予防策（スタンダードプリコーション）とは

5

感染症の有無に関係なく、全ての人に
対して行う感染対策



標準予防策の具体策 手指衛生
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最も大切な感染対策は手指衛生（手指消毒・流水手洗い）

感染症の有無に関係なく、全ての人に対して行う感染対策
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流水手洗い 手指消毒

手が目に見えて汚染
（血液、排泄物、嘔吐物など）

目に見える汚染はない
WHO5つのタイミング

手指衛生の選択
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手指衛生の必要性

ノロウイルス
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手指衛生の必要性

ノロウイルス

働くスタッフが感染症を媒介するのを防ぐ
ために、手指衛生は重要



本日の内容

1.標準予防策と手指衛生について

2.手指衛生5つのタイミング
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適切なタイミングと方法による手指衛生の実施
手指衛生を実施する適切なタイミングはWHO（世界保健機関）が
５つのタイミングを推奨している

※WHO（World Health Organization：WHO）:感染症対策やがん、肥満など多くの疾患のガイドラインを策定、全ての人々の健康を増進し保護するために互いに他の
国々と協力する目的で設立された国際連合機関

テドロス事務局長
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適切なタイミングと方法による手指衛生の実施
手指衛生を実施する適切なタイミングはWHO（世界保健機関）が
５つのタイミングを推奨している

2.清潔操作の前

3.体液に曝露された
可能性のある時

4.利用者へ
の接触後

1.利用者への
接触前

5.利用者周囲
環境への接触後

訪室前
検温前

排泄介助後
口腔ケア後

食事介助前
配薬前
傷のケア前

訪室後
検温後

居室内
ベッド
リネン

本人の所有物
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手指衛生5つのタイミングを考える
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利用者ゾーンと共有エリアを理解する

共有エリア
（色々な人由来の微生物が少数）

トイレ

レクリエーション室

食堂

お風呂

利用者ゾーン 居室内
（利用者由来の微生物が密に生息）



.

手指衛生5つのタイミングを考える
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利用者ゾーンと共有エリアを理解する

共有エリア
（色々な人由来の微生物が少数）

トイレ

レクリエーション室

食堂

お風呂

利用者ゾーン 居室内
（利用者由来の微生物が密に生息）施設の中を共有エリアと利用者ゾーンの

2つに分けて考えます



手指衛生5つのタイミングを考える
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利用者ゾーンと共有エリアを理解する

利用者由来の微生物が密に生息

利用者ゾーン
（主に居室内） • 各居室内（個室）

• ベッド回り

• ベッド周辺環境

• 利用者由来の微生物がたくさん生息している



手指衛生5つのタイミングを考える
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利用者ゾーンと共有エリアを理解する

.

共有エリア • 施設内で入居者が過ごすエリア

• 多くの利用者が生活している

• 職員や家族、面会者など利用者以外の人も

使用する

• 利用者、職員、家族など様々な人由来の微

生物が少数だが付着

色々な人由来の微生物が少数生息



手指衛生5つのタイミングを考える
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利用者ゾーンと共有エリアを理解する

利用者ゾーン 居室内
（利用者由来の微生物が密に生息）食堂

トイレ

レクリエーション室

お風呂



手指衛生5つのタイミングを考える
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利用者ゾーンと共有エリアを理解する

利用者ゾーン 居室内
（利用者由来の微生物が密に生息）食堂

トイレ

レクリエーション室

お風呂

5つのタイミングで手指衛生を行うことで職員、
利用者間での微生物の伝播（感染）を予防



手指衛生5つのタイミングを考える
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食事の場面 ５つのタイミング

.

利用者エリア
（居室内）

①利用者に
触れる前

③咳き込んだ時、
口腔ケア実施後 ④食後、環境

を整えたあと

⑤利用者に触
れた後

②食事や食器に
触れる前

共有エリア



手指衛生5つのタイミングを考える
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食事の場面 ５つのタイミング

.

利用者エリア
（居室内）

①利用者に
触れる前

③咳き込んだ時、
口腔ケア実施後 ④食後、環境

を整えたあと

⑤利用者に触
れた後

②食事や食器に
触れる前

共有エリア

利用者に触れる前の手指消毒
共有エリアの微生物を個々の利用者に移さない、拡げない

利用者に触れた後の手指消毒
利用者エリアの微生物を共有エリアへ拡げない



21

手指衛生5つのタイミングを考える
オムツ交換の場面 ５つのタイミング
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手指衛生5つのタイミングを考える
オムツ交換の場面 ５つのタイミング

演習、グループワークを通してオムツ交換での
手指衛生のタイミングを考えてみよう
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